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研究成果の概要（和文）：海は一つの水塊からなる連続した液体である。そこには大洋スケールでの循環やそれに乗っ
た生物の分布がある一方で、ミリメートルあるいはそれ以下のスケールで様々な物理的挙動を示すとともに、それに伴
って微生物群集も変動していると考えられる。本研究では東京湾口での現場観測を行ってこうした微小なスケールでの
物理的な特性を把握するとともに、細菌群集の群集構造がどのように変動するかを調べた。その結果、乱流の存在と従
来の方法では捉えられなかったマイクロメータスケールの微細粒子群の存在を明らかにするとともに、ニスキン採水器
で得られた微生物群集構造に数十cmスケールでの変動があることを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：The ocean is composed of one water mass and has basin-scale current, which is acco
mpanied by marine organisms. At smaller scale, such as mm or micrometer, there should be also turbulence w
hich is also accompanied with microorganisms. By conducting field research at Tokyo bay, it was clarified 
that there were numerous small-size particles that were not-homogeneously distributed in the water column.
 Also by applying molecular techniques, the differences among microbial community structures among differe
nt Niskin bottles that were operated simultaneously at the same depth.  
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１．

 近年、様々な手法を使い、多様な海洋環境

で海洋観測が行われてきた。

のは物理場としての海洋の記述である。すな

わち、

どのように変動しているのか。

物群の分布や生産と密接な関連があるので、

こうした情報は海洋科学全般にわたって極め

て基礎的かつなくてはならないものになって

いる。

 しかし、海洋観測のための海へのアクセス

が限られること、海の中では電気的な信号が

使えないこと、などから、そこには通常の陸

上での観測とは異なる多くの困難点がある。

このため、多くの観測は

るいは

きた。

洋スケールでの海流の解明がされてきたが、

はるかに小さな

キャッチできない。

 海洋生物の中では単細胞生物、それも細菌

類が最大のバイオマスを占めるとともに、多

様な活性を持ち、物質循環の主役を担ってい

る。個々の細胞は

どの細胞は

細胞同士が集合

その場合でもおおよそ数

ールと考えられる。現在そうした微小スケー

ルでの活性や物理場の記述をすることは難し

いが、

は把握が可能になりつつある。

 しかし、凝集体は脆弱であるため従来のプ

ランクトン採集方法として一般的に

いるボトルサンプリングやネットサンプリン

グでは破壊されてしまい現場観測が困難だっ
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た。そのような背景のなか、従来の解像度が

2 ㎝の

と非常に高い解像度を持つレーザー蛍光高度

計を搭載した乱流微細構造プロファイラー

TurboMAP

行われた

にカメラロガーを搭載したことで、海洋の微

細構造と微小粒子の分布を比較研究が行われ

た。その結果、第一に

ザー蛍光高度計の観測

あったにもかかわらず、従来の

計では観測されなかった局所的に強いシグナ

ルが、レーザー蛍光高度計では確認された

(Fig1A)

に強いシグナルが観測された水深帯でカ大き

な粒子がカメラロガーで撮影されていた

(Fig1B)

計で観測された局所的な強いシグナルは凝集

体のような大きな粒子が関係しているのでは

ないかと考えられた。しかし、カメラロガー

の解像度では撮影された大きな粒子の詳細は

不明だったため、凝集体であるという確認は

できなかった。
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２．研究の目的
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洋での物質循環プロセスにどのような意味を
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測方法では破壊されてしまっていた凝集体を、

レーザーホログラフィーシステムを用いるこ

とで破壊することなく現場観測を行うこと、

それに

１A) レーザー蛍光高度計と

による観測結果（左）
粒子の撮影（右）
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図４．ニスキン採水器中の群集組成
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図４は同じ深度で同時に異なる二スキン採水

器で採取された海水試料中の原核生物を対象

に、16S rDNA の解析を行ったものである。門

レベルで系統群毎の組成を示す。６つの群集

のうち、左の２本、中央の２本、右の２本は

それぞれ同じニスキン採水器のボトルから採

水して得た試料の解析結果である。基本的に

一本のボトル中の差異は認められないが、隣

あった採水器間では多少の違いが認められる。

現在他の試料とともに、解析を行っている。 
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